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ICCA ( 国際化学工業協会協議会 ) の自
主活動と世界化学産業

持続可能性 ・ 化学物質管理 ・ 安全性

www.icca-chem.org

化学物質管理を次世代レベルへ
-レスポンシブル・ケア世界憲章と
グローバル・プロダクト・ストラテジー

設立から20年たった今、レスポンシブル・ケア活
動は、国連のSAICM (国際化学物質管理に関す
る戦略的アプローチ) に対する世界の産業による
貢献のなかの、重要な要素となっています。レス
ポンシブル・ケア世界憲章とグローバル・プロダク
ト・ストラテジーの展開とともに、世界の化学産業
は継続的な成果の改善というステークホルダー
の期待に応えています。

レスポンシブル・ケア世界憲章は、レスポンシブ
ル・ケア活動の今後の発展のための指針を、提示
しています。持続的発展、バリューチェーンを通じ
た効果的な化学物質の管理、化学産業の透明性
向上、そして世界各国でのレスポンシブル・ケア・
プログラムをよりいっそう調和させることを含め、
化学産業や社会が直面している新しい重要な課
題に焦点をあてることにより、より広い意味でのそ
して精力的な基本方針を規定しています。

グローバル・プロダクト・ストラテジーは、化学物
質の全ライフサイクルにわたって、化学物質を安
全に使用し化学製品を管理するという化学産業
の誓約を、バリュ－チェーンに沿って拡長し、連携
して実行するために設定されました。商業的に
取引されている化学物質が、開発から廃棄まで
適切に管理されていることを、一般市民とステー
クホルダーに認識してもらい、信頼を高めるため
に、ICCAはグローバル・プロダクト・ストラテジー
をレスポンシブル・ケア活動のなかで実行してい
ます。レスポンシブル・ケア活動を行っている協会
と会員である企業は、製品の情報や製品管理方
法を改善するために努力を重ねていることを広く
社会に伝えることができるように、新しい透明性
の高い伝達方法を考案しています。

レスポンシブル・ケア企業は誓約したことを全
世界で展開

化学産業は、社会の中で無くてはならない産業の
一つです。化学製品はヘルスケア、農業、服飾、建
設、運輸、レジャーなど、多くの産業に貢献してい
ます。

今日の化学産業には、持続的発展、責任を持った
製品管理、ステークホルダーとの対話を実行する
ことを誓約した新世代の企業がたくさんありま
す。我々化学産業は、持続する産業の未来をゆる
ぎないものにしたことを、誇りにしています。レス
ポンシブル・ケア活動を通じて、企業は革新的な
方法でWSSD（持続的発展に関する世界サミット）
のビジョン、即ち2020年までに「全ての化学物質
は、その使用と生産において、人類の健康と環境
への影響を最小限にする」ことを達成しようと努
力を続けています。



The global Responsible Care 
initiative is “an inspiring model of 
self-regulation that other industries 

should consider following.” 

— Former UN Secretary General Kofi Anan

責任ある倫理による持続的発展の促進

レスポンシブル・ケア活動は、化学産業が世界的に
展開する自主的な活動であり、各国の協会を通じ
て、企業が健康・安全・環境改善に常に努め、化学製
品の開発から廃棄にいたる全ての過程について、ス
テークホルダーと情報を共有し、相互理解を進める
活動です。レスポンシブル・ケア活動は、持続可能な
未来の実現に不可欠な化学製品を、安全に製造し
ていくための、倫理的な基盤です。新しい化学製品
や技術は、エネルギー消費量や温室効果ガスの放
出を最小限にとどめ、地球と自然環境を守ります。こ
れがレスポンシブル・ケア活動です。

化学産業は、化学製品と製品を製造する全ての過
程において、安全を確保し、責任をもってこれらを管
理することにより、ステークホルダーの期待に応え
ることを第一に考えています。レスポンシブル・ケア
活動を行っている企業は、顧客や原料供給者と連携
し、化学製品のバリュ－チェーンを通じて、化学製品
の安全性と管理体制の徹底に努めています。

レスポンシブル・ケア活動は、化学産業が全世界で
その成果をあげるという誓約を、具体化するもので
す。化学企業は、事業を行っている地域社会と連携
し、生活を豊かにする化学製品を供給することによ
り、成果をあげています。レスポンシブル・ケア活動
を行っている企業や協会は、優れた活動実績を共
有化し、世界中で実践していくことを支援していま
す。この精神に基づいて、レスポンシブル・ケア活動
は、東欧、ロシア、中国、中近東やアフリカなどの化
学経済が台頭してきている国や地域に、広がってき
ています。

国際化学工業協会協議会（ICCA）は、世界に広がる
レスポンシブル・ケア活動の庇護者としてその活動
を監視し、保全に努めています。今日では、53の化学
工業協会が、レスポンシブル・ケア活動に積極的に
参加しています。

成果をあげるための誓約

レスポンシブル・ケア活動は、さらに数字で表せ
るような確かな実績をあげており、世界の企業
はこれらの実績を公表しています。たとえば、EU
のレスポンシブル・ケア活動実施企業は、1990
年から2006年にかけてエネルギー原単位を毎
年4.6%低減しました。また、GHG(温室効果ガス)
の放出については、この期間に30%近く削減しま
した。日本の化学産業は、2006年のエネルギー
原単位を1990年の82%まで減らし、韓国の化学
企業は、2006年の石油消費量を1998年と比べて
622,000トン節約しました。

レスポンシブル・ケア活動の検証

レスポンシブル・ケア活動の成果について、企業
は単なる自己評価に止まらず、外部団体による活
動成果検証を導入しています。協会によっては第
三者による検証を義務付けているところもあり、ま
た政府と連携して成果を検証している協会もあり
ます。ICCAは、日本レスポンシブル・ケア協議会と
共同で、アジアの化学産業に第三者による成果検
証の導入を勧めるワークショップを、2007年にマ
レーシアで開催しました。

レスポンシブル・ケア活動を通じて、大手の化学物
質製造業者は情報公開と対話を誓約

各国の化学協会のレスポンシブル・ケア管理者
は、それぞれの国の環境、健康、安全、化学物質
管理、レスポンシブル・ケア実践データを収集
し、ICCAに報告しています。これらのデータはス
テークホルダーと共有化されており、この共有化
は化学物質管理活動の進展状況を定量的に立証
する上で重要な要素であり、また世界におけるレ
スポンシブル・ケア活動に対する信頼性を確固た
るものにします。

実績データはwww.icca-chem.orgで。

レスポンシブル・ケア活動の世界的進展は、ト
ップダウンの誓約と産業界をあげての実行に
より達成

レスポンシブル・ケア活動の実行は企業の最高経
営責任者の誓約から始まり、社員全体、地域社会、
関連産業の企業、政府、国際ビジネス界へと広が
っていきます。最高経営責任者が行動指針に従う
ことを誓約し、レスポンシブル・ケア活動を支持す
ることを社内で明確に宣言することによって、活
動が社内に浸透し、社員の協力が得られることに
なります。

レスポンシブル・ケア活動を実施する際には、企
業は包括的な活動内容を説明する責任を果たす
ために、透明性が高くかつ効果的な世界的管理
手法に従って活動することが、求められます。この
強力な管理手法はICCAを通じて実施され、実績
の調査や連絡、レスポンシブル・ケア活動の責務
の定義づけや監視、各国の協会の活動支援、世界
憲章の内容を達成できるように企業や協会を支
援すること、そして必要に応じて、誓約したことを
実行しない企業または協会のレスポンシブル・ケ
アの資格を取り消すためのグローバルな基準を
設けること、などの内容を含んでいます。


